
 

 

港区まちづくりマスタープラン 

（改定素案） 
 

【概要版】 
 

まちづくりマスタープランとは 

まちづくりマスタープランの役割 

「港区まちづくりマスタープラン」は、都市計画法における「市町村の都市計画に関する基本的な方針（都

市計画法第18 条の２）」であり、まちの将来像や目指すべき方向性、まちづくりの方針や取組の考え方を示す

もので、港区における今後のまちづくりの“道しるべ”になります。 

 

 

 

 

 

 

 

将来都市像（目指すべきまちの姿） 

 

本編２ページ 

◆区民、企業等、行政が共有すべきまちの将来像を示します。 

◆まちづくりマスタープランに示す方針を、区民、企業等、行政が共有し、各者が連携して主体的にま 

ちづくりに取り組んでいきます。 

◆各分野の具体的なまちづくり（交通、緑、環境、防災等）は、まちづくりマスタープランに示す方針 

のもと、お互いに連携して推進します。 

◆他の行政や、企業等、区民に対して、まちづくりへの協力を求めるよりどころとなります。 

本編25ページ 
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まちづくりマスタープランの位置づけ 

まちづくりマスタープランは、「港区基本

構想」や「都市計画区域マスタープラン」

に即して策定します。街づくり分野の最上

位の計画であり、まちづくりマスタープラ

ンに示す方針のもと、まちづくり関連の個

別計画や個別の都市計画・事業等を定めま

す。また、産業や福祉、防災等の他分野の

個別計画との連携を図っています。 

 

計画の対象範囲 

まちづくりマスタープランは、都市計画に関連する土地利用の規制・誘導や道路・公園など都市施

設の整備など（ハード）を中心として、防災、環境、国際化、観光、福祉、子育て、教育、文化、健

康増進など幅広い分野（ソフト）の視点も取り入れ、まちづくりの方向性を示します。 

 
計画期間 

計画期間は、平成 29 年度（2017 年度）からおおむね 20 年後とします。なお、中間年次にまちづ

くりを取り巻く状況等を確認し、必要に応じて改定を検討します。 

 
改定の背景 

 港区では、昭和 63 年に街づくりマスタープランを策定し、平成８年、平成 19 年に改定を行いまし

た。前回の計画改定から約 10 年が経過しており、この間、区役所・支所改革により、参画と協働に

よる地域の課題解決の取組が進んでいます。また、社会状況の変化に対応し、港区基本計画や都市計

画区域マスタープラン等の上位・関連計画の改定内容と整合を図るため、全面的に改定しました。 
 

○推計人口を大きく上回る人口の増加 

 ○東日本大震災や熊本地震を教訓とした新たな視点での災害対策の必要性 

 ○国際競争力強化に資する経済活動の拠点形成 

 ○広域交通ネットワーク強化（リニア中央新幹線、JR 及び地下鉄新駅、BRT など） 

 ○東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開催を契機としたまちづくりの進展 
 
改定の視点 

現行計画の実施期間における状況変化とまちづくりの主な成果を分野ごとに把握し、そこから浮か

び上がる港区の重点課題をつぎのように整理しました。 

 

  
④世界に誇れる国際
都市の実現 

→国際競争力強化に
資する拠点形成の
推進、国際化・観
光・文化との連携
を強化したまちづ
くり 

③安全・安心の強化 

→災害に強い市街地
の形成と災害発生
時における都市機
能の維持・継続、
建築物や橋りょう
の耐震化促進、地
球温暖化に伴う環
境変化への適応 

本編 22 ページ 

②環境と都市機能の
バランスのとれた
まちづくりの推進 

→開発事業等を契機
とした地域の課題
解決や先進技術に
よる環境に配慮し
た事業の誘導、居
住環境と経済活動
の共存 

①想定を上回る人口
増加への対応 

→将来人口 30 万人
を見据えたまちづ
くりの方針の明確
化、人口増加に伴
う公共公益施設・
生活利便施設等の
不足への対応、昼
間人口に対応した
都市基盤の整備 

⑤参画と協働の推進
と地域コミュニテ
ィの向上 

→将来のまちづくり
を 担 う 世 代 の 育
成、エリアマネジ
メ ン ト 活 動 の 推
進、多様な主体と
の協働の推進 

本編３ページ 

本編４ページ 

港区のまちづくりにおける重点課題 

本編３ページ 

本編６ページ 
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港区が目指す将来都市構造 

将来都市構造は、まちの中心となる拠点や軸を位置付け、将来の都市の骨格を示すものであり、

港区のまちづくりの方針等の前提となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市活力創造ゾーン 
（区北部） 

広域交流活性化ゾーン 
（区南東部） 

地域活力向上ゾーン 
（区南西部） 

○快適で利便性の高いビジネス環

境やその支援機能を導入 

○商業・教育・医療等を含めた外国

人も住みやすい居住環境の充実 

○観光・交流機能や、まちを楽しむ

にぎわい機能を導入するなど、

人々を魅了する都市環境を充実 

○交通環境の充実により、拠点相互

の連携を強化 

○シンボルとなる緑や多様な手法

を駆使した質の高い緑化を推進 

○商業・業務地としての活気ある魅

力的な景観を創出 

○水辺の開放的な空間をいかした、

にぎわいと個性ある景観の創出

や舟運の活性化 

○人口増加に対応した公共公益施

設・生活利便施設を整備・誘導 

○品川駅周辺において、業務・商

業・交流・宿泊・居住などの多様

な都市機能を導入、集積 

○豊富な環境資源をいかした先進

的な環境モデルとなるまちを形

成 

○歴史や文化、最先端の情報が共存

する、個性的な複合市街地を形成 

○開発事業等においては、地域コミ

ュニティの保全と生活利便性向

上に配慮した街並みを誘導 

○交通環境の利便性・安全性の向上

や、地域コミュニティの核となる

商店街の活性化を推進 

○豊かな緑の保全・創出による、う

るおいのある生活環境を向上 

本編 30 ページ 
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【全体構想】まちづくりの方針の役割と位置付け 

「うるおいある国際生活都市」を目指し、将来都市像を構成する「目指すべきまちの姿」の実現に

向けて、港区全体のまちづくりの方針を分野別に示します。まちづくりの方針は、広域的な視点から

見た港区の位置付けを踏まえた「将来都市構造」を前提とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区全体のまちの将来像や分野別のまちづくりの方向性を踏まえて、地域特性をいかした身近なまち

づくりの方向性を具体的に示すため、５つの総合支所の地区別にまちづくりの方針を示します。  

本編 34 ページ 
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 方針１  良好な居住環境と国際ビジネス拠点の形成の両立 
【土地利用・活用】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 方針２  暮らしやすく健康に資する生活環境の形成 
【住宅・生活環境・地域コミュニティ・防犯】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜基本的な考え方＞ 

○メリハリのあるまちづくりを促進するた

め、計画的に土地利用を誘導 

○地域の個性やポテンシャルを最大限発揮

するため、戦略的に市街地整備を展開 

○今後も続く旺盛な開発事業等を契機とし

て、まちの課題解決を図る 

○エリアマネジメント等の新しい手法を活

用し、地域の魅力や価値を向上 

本編 42～47 ページ 

取組の方向性 

（１）地域特性に応じた土地利用の誘導 

（２）市街地整備の展開 

（３）開発事業等の計画的な誘導と 

地域連携による魅力・価値の向上 

取組の方向性 

（１）多様な世帯が住み続けられる居住機能の充実 

（２）人口増加やニーズに対応した魅力的な 

生活環境の形成 

（３）地域コミュニティの活性化と 

健康に過ごせる環境の整備 

（４）日常の安全・安心を確保する環境づくり 

本編 36～40 ページ 

＜基本的な考え方＞ 

○多様化するニーズやライフスタイルに対

応した良質な住まいを充実 

○人口増加に対応して、公共施設や生活利

便施設を整備・誘導 

○多文化共生社会の構築に資するまちづく

りの推進 

○健康の維持・増進や介護予防につながる

環境整備 

○安全な生活環境づくり及び繁華街や公

園、通学路等での防犯対策 

※「土地利用の誘導」は、広域的な地域特性を捉えて示したも

のであり、隣り合う地域区分の境界域は、相互の地域特性を

ゆるやかに変化・融合させながら連続性を有しています。 
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 方針３  快適な道路・交通ネットワークの形成 
【道路・交通】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 方針４  緑と水の豊かなうるおいの創出 
【緑・水】 

 
 
  

本編 48～55 ページ 

本編 56～62 ページ 

＜基本的な考え方＞ 

○多様な交通手段の連携による総合的・階

層的な交通体系を構築 

○駅へのアクセスや乗換等の利便性を高

め、交通結節機能を強化 

○幹線道路・生活道路それぞれの機能・役

割を踏まえた、道路ネットワークを構築 

○健康増進や観光等への活用も視野に 

入れた、自転車の利用環境の向上 

○ユニバーサルデザインの考え方を 

踏まえた、歩いて楽しいまちの形成 

取組の方向性 

（１）公共交通ネットワークの整備と 

交通結節点の利便性向上 

（２）道路ネットワークの整備と交通の円滑化 

（３）快適に楽しく歩ける環境の整備 

 

＜基本的な考え方＞ 

○都市の基盤となる緑と水のネットワーク

の形成 

○生物多様性に資する自然回復の場づくり 

○緑と水の魅力をいかしたにぎわい機能を

拡充するため、公園やオープンスペース

の確保 

○まちの安全や防災に役立つ緑と水の確

保・活用を推進 

○地域の歴史や地形をいかした景観形成 

○民間活力など、多様な主体が連携したう

るおいのある場づくり 

取組の方向性 

（１）都市の基盤となる緑と水のネットワークの形成 

（２）生物多様性に資する自然回復の場づくり 

（３）緑と水の魅力をいかしたにぎわいの場の創出 

（４）災害時に機能を発揮する緑と水 

（５）緑と水による景観の継承と創造 
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 方針５  災害に強く回復力のあるまちの形成 
【防災・復興】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 方針６  豊富な景観資源と地域の個性が光る、 
       誇りと愛着に満ちた街並みの形成   【景観】 
 
 
  

本編 74～79 ページ 

＜基本的な考え方＞ 

○市街地の安全性・防災性の向上など、災害

に強いまちづくりの推進 

○都市機能の維持・継続ができるまちの形成 

○区民、企業等、行政の連携による地域防災

力の向上 

○災害発生後の中長期的な都市の復興まち

づくり 

○水害発生の未然防止及び被害の低減にむ

けた対策の推進 

取組の方向性 

（１）市街地の安全性・防災性の向上と施設の適切な維持管理 

（２）災害時の都市機能の早期回復マネジメント 

（３）速やかでしなやかな回復力をもったコミュニティづくり 

（４）災害発生後の中長期的な都市の復興まちづくり 

（５）都市型水害、津波等に強い市街地の形成 

 

＜基本的な考え方＞ 

○緑や水辺空間、起伏のある地形、歴史的

建造物など、豊富な景観資源を核とした

景観形成の推進 

○地域の個性をいかした魅力ある街並み

を形成 

○区民、企業等、行政が連携し、景観に対

する意識の共有と配慮を積み重ね、誇り

と愛着に満ちた街並みづくりを実現 

取組の方向性 

（１）地形の特徴や地域資源等をいかした 

景観の形成 

（２）まちの個性を感じる魅力ある街並みの形成 

（３）景観に対する意識の共有と地域主体のルールづくり 

 

本編 64～73 ページ 
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 方針７  環境負荷の少ない都市の形成 
【低炭素化】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 方針８  まちの魅力の維持・向上と活用・発信 
【国際化・観光・文化】 

 
 
  

本編 80～84 ページ 

本編 86～91 ページ 

＜基本的な考え方＞ 

○伝統と先進性、歴史や自然等の多様な資

源が共存する港区の特徴を、魅力あるま

ちづくりに活用 

○外国人もともに暮らしやすい環境の形成 

○観光資源の魅力向上と地域特性をいかし

たエリアごとの魅力向上 

○資源のネットワーク化を図り、エリアの

魅力や個性を戦略的に発信 

○地域で受け継がれてきた文化の継承と、

スポーツを通した交流の推進 

取組の方向性 

（１）先進技術の導入とエネルギーの 

効率的・面的な利用の促進 

（２）地球温暖化対策の推進 

（３）環境に配慮した交通環境の形成 

 

取組の方向性 

（１）国際都市にふさわしい環境整備 

（２）地域の資源の魅力向上 

（３）観光資源の活用とネットワーク化 

（４）多彩な文化に身近に親しめる 

まちづくり 

 

＜基本的な考え方＞ 

○活発な社会経済活動により発生する二酸化

炭素排出量を削減するため、低炭素まちづく

りを実践 

○先進技術の導入やエネルギーの効率的・面的

利用などによる環境負荷低減 

○二酸化炭素の吸収源となり、ヒートアイラン

ド現象を緩和する都市緑化の推進 

○道路・交通分野など環境負荷の低減への寄与

が期待される分野と連携した取組の推進 
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 【地域別構想】地区別まちづくりの方針 

区全体のまちの将来像や全体構想で示した分野別のまちづくりの方向性を踏まえて、地域特性をい

かした身近なまちづくりの方向性を示すため、区を５つの総合支所の地区に区分して、地区別まちづ

くりの方針を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 地区区分 

地区区分 対象町丁目 

芝地区 
新橋、東新橋、西新橋、虎ノ門、愛宕、芝公園、浜松町、芝大門、芝、三

田一～三丁目、海岸一丁目 

麻布地区 
東麻布、麻布台、麻布狸穴町、麻布永坂町、麻布十番、南麻布、元麻布、

西麻布、六本木 

赤坂地区 元赤坂、赤坂、南青山、北青山 

高輪地区 三田四・五丁目、高輪、白金、白金台 

芝浦港南地区 芝浦、海岸二・三丁目、港南、台場 

 

本編 94 ページ 
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芝地区 本編 96～105 ページ 

  ◆新橋・浜松町地域における、多様な商業・業務機能の集積と、高齢者をはじめさまざまな人が住

み続けられる多様な住宅との共存、繁華街周辺の防犯対策等による安全・安心なまちづくりの推

進 

◆虎ノ門地域における民有地を活用した既存駅舎改修や地下鉄新駅整備等の交通機能の拡充、大規

模な開発事業等を契機とした市街地環境の質の向上 

◆芝地域における、古い街並みの保全とそれらと融合した高層ビルの誘導、防犯・防災への意識を

高めるまちづくりの推進 

◆三田地域における歴史・文化や緑と調和したいつまでも住み続けられ愛着が感じられるまちづく

りの推進 

◆エリアマネジメント活動を中心とした地域のにぎわいの創出 

◆芝地区の財産である芝風致地区内の緑や風格ある景観の保全 
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麻布地区 本編 106～115 ページ 
 

 ◆六本木地域などにぎわいのある商業・業務地の形成と繁華街周辺の防犯対策等による安全性の

向上 

◆落ち着いた住宅地と商業地が共存する市街地の特性をいかしたまちづくりや、元麻布・南麻布

など住宅地の細街路の拡幅等による市街地の防災性向上 

◆地域間の移動の利便性向上とバリアフリー化などによる、安全に安心して住み続けられる環境

づくり 

◆区民、企業等、地域で生活・活動する人々の連携により、地域特性に応じた景観形成、緑地保

全・緑化の推進や、防犯・環境美化活動のさらなる展開 

◆国際色豊かな雰囲気をいかしたまちづくりの推進 
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赤坂地区 本編 116～125 ページ 
 

 ◆赤坂地域における歴史・文化をいかした景観形成とにぎわいの創出 

◆青山通りや明治神宮外苑銀杏並木沿いを中心とした気品とにぎわいある街並みづくり 

◆東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とした、メインスタジアム（新国立

競技場）への玄関口としての誰もが移動しやすい環境づくり 

◆大規模スポーツ施設やデザイン関連施設の集積などをいかした文化交流など、地域のにぎわい

の創出 

◆並木などの豊かな緑の保全、区民や事業者が主体となった緑に関わる活動の活性化 

◆赤坂地域における老朽マンションの建替え促進、青山地域における細街路の拡幅整備などによ

る地域の防災性の向上 

◆地域住民が安心して住み続けられる地域コミュニティの形成、生活環境の向上 
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高輪地区 本編 126～135 ページ 
 

 ◆斜面緑地等の特色ある緑地をいかし、緑が多く落ち着きのある住宅地の環境の維持・保全 

◆公共交通網の充実や交通バリアフリーの推進など、多様な手段の活用による地域交通の利便性

の向上 

◆木造建築物や細街路が多い地域の防災性向上、急傾斜地の安全性向上 

◆広域的な交通結節拠点となる品川駅及び JR 新駅周辺における、東京の南の玄関口としてふさ

わしい基盤整備と多様な都市機能の集積の誘導による、世界に開かれた国際的なまちづくりの

推進 

◆環状第４号線の整備、道路沿道と周辺地域が一体となったまちづくり 

◆活発なコミュニティ活動をいかした地域主体のまちづくりの推進 
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芝浦港南地区 本編 136～145 ページ 

  ◆急激な人口増加に対応する、安全・安心で暮らしやすい生活環境の整備 

◆広域的な交通結節拠点となる品川駅周辺における、多様な都市機能の集積と景観・環境に配慮

した建築物・基盤整備の誘導、駅前及び周辺の交通の円滑化による利便性の向上 

◆JR 線東西方向や芝浦港南地域から山手線内や台場地域など、地域内・地域間交通の利便性の向上 

◆津波による浸水や液状化、災害時における公共交通機関の運休・遮断による台場地域への交通

アクセス確保と帰宅困難者対策の推進 

◆運河や海などの水質改善や生物多様性への配慮、水辺のにぎわい創出など、活気ある魅力的な

居住環境の形成と観光地としての魅力の向上 
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 今後のまちづくりの進め方 

まちづくりを進めるための協働体制の充実 

○社会状況の変化やニーズの多様化が一層進む中、ま

ちづくりの基本理念である「人にやさしい良質な都

市空間・居住環境を、皆で維持し、創造し、運営し

ていく」のもと、港区をよりよいまちにしていくた

めには、多様な人材が信頼・協働・連携・合意形成

を図り取り組むことが重要です。 

○各主体がそれぞれの責務・役割を十分に認識し、ま

ちづくりを担う一員として、さまざまな場面におい

て身近なところから積極的に取り組むとともに、そ

れぞれが持っている能力や資源を活用して、地域の

まちづくりに継続的に取り組むことが大切です。 

 
柔軟で戦略的なまちづくりの推進 

○まちの将来像を実現するために、状況変化へ柔軟に対応するとともに、以下の６つの具体的な手

法を地域の状況に合わせて適切に選択・活用し、円滑にまちづくりが進められるよう配慮します。 

（１）地域主体のまちづくりの推進（まちづくり条例の活用等） 

（２）まちづくりガイドラインの策定・運用 

（３）地域の魅力・価値の持続的な向上（エリアマネジメント） 

（４）ハードとソフトが一体となった総合的かつ効果的なまちづくりの展開 

（５）まちづくり人材の発掘・育成 

（６）既存ストックの適正な管理及び民間活力を導入したインフラ整備 

 
時代の変化に対応したまちづくりの展開 

○今後のまちづくりは、計画、整備・開発、維持管理・活用、更新という一連のサイクル全体の運

営（マネジメント）を意識し、時代の変化に対応したまちづくりを展開する必要があります。 

（１）関連する個別計画の着実な推進 

（２）個別計画の見直し等及びまちづくりマスタープランの改定 

 
 

本編 149 ページ 

本編 150～156 ページ 

本編 157 ページ 
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